
邦
の
.地
龍

日
と其
内
容
が
わ
か
る
O
こ
う
し
た
Et
餓
払
み
て
､
満
額
の

甘
心
私
感

｢
､併
ぜ
て
同
好
の
滋
が
そ
い
地
方
の
小
龍
た
り
.と
も
辞
せ

ら
れ
ん
=
と
わ
望
み
た
い
o
那
緋仙
の
軸
で
ま
だ
ま
だ
放
ら
ぬ
-

の
が
多

い
が
'
欝
溶
化
そ
の
後
既
に
光
軸
が
出
水
た
わ

で
松
僻
み
･山
す
と
い
っ

て
ゐ
ら
れ
る
O
予
は
=
う
し
た
蒐
塊
僻
み

壌
卦
の
た
め
に
喜
ぶ
一
人
で

あ
る
C
(藤
田
)

0

地

理

畢

雑
誌

(奈
良
地
規
準
骨
乾
布
)

四
円
軸
四
郎
数
枚
恥
骨
長
と
し
'
香
川
幹

1
教
諭
の
熱
心
に
肝
放
さ

れ
て
冊
ろ
奈
良
地
組
輿
骨
は
昭
和
二
呼
十
二
月
地
規
準
難
誰
の
第

7
班

を
敢
行
L
Llっ
創
刊
の
酢

Liあ
る
棟
に
本
能
は
我
国
の
地
規
準
外
で
手

を
附
け

て
冊
bf･6
い
ガ
何
に
糊
す
る
奈
良
地
規
準
骨
骨
且
の
研
究
み
公
表

し
､
江
湖
の
批
列
に
待
た
ん
が
鰭
に
刊
行
山･J
れ
る
J
の
で
あ
る
｡

節

7
舵
の
内
容
7秒
駆
け
る
と
マ
ル
ト
ン
γ
の
地

史
串
の
節

7
嗣
妨

1

番
私
純
子
学
士
の
許
さ
れ
た

r地
規

蝉

の
韓
達
と
共
の
藁
紙
L
t
.･>
イ

ダ
〃
｡
ド
｡
プ
ラ
ー
ジ
計
の
人
文
地
刑
塀
原
論
併
収
の
｢
都
竹
し
わ
紹
介
ru

れ

た

四

円

改

授
の
記
事
.
･許=
川
率
土
の
1
地
質
時
代
の
年
数
に

就

い
て
L

ヤ
〃
ト
).
ヌ
の
一｢
内
緒
盆
地
流
域
地
分
に
つ
い
て
L
の
三
相
信
胡
氏
の
紹

･
介

'

次

は

布
川
氏
1血
糊
盆
地
｣､
,I川
崎
宏
氏

｢城
郭
の
鵬
地
に
組
す
る

オ
ホ

考
察
pL
山
村
講
清
氏
｢磯
城
郡
多

村

の
地
銘
脅
し
の
三
研
究
が
域
せ
ら
れ

て
あ
る
O
獅
釦
介
欄
に
は

T
咋
坤
か
ら
以
後
に
出
た
外
相
の
地
和
碑
勅

の
紹
介
群
が
あ
り
､
嫌
舷
ヽ
致
授
粂
料
､
受
胎
桐
'
盟
洗
脱
谷
､
骨
軸

の
牌
相
で
脱
げ
か
'
郷
誌
の
凹
分
ノ
.1
以
上
は
後
進
餅
地
に
焚
き
れ
て

ゐ
る
の
は
有
郷

∵

-

で
あ
る
0
之
み
他
の
地
珊
鍵
盤
誌
と
此
収
す
る

#

*

の
け
粒
だ
僻
地
で
は
あ
る
が
'
典
の
牌
北
は
地
別
学
評
論
に
似
'
編
桝

は
｢地
域
L
に
妃
-
'
記
邸
の
或
る
も
の
は
小
E
内
氏
の
人
文
州
税
に
赦

し
た
-
の
と
云

(
る
C
か
う
い
ふ
机
で
あ
る
か
ら
二
の
舞
誰
が
研
究
横

溢
糊
的
た
と
い
ほ
れ
る
の
に
幣
か
す
に
我
が
地
球
約
番
や
地
理
構
評
論

親
者
が
併
談
さ
れ
る
の
和
戦
同
地
税
率
の
緒
に
希
望
す
る
｡
祭
政
地
理

嘩
骨

へ
人
骨
せ
ん
と
さ
れ
る
方
は
奈
良
悌
仰
純
畢
校
地
鞘
敦

寅
布
川
静

一
氏
に
申
込
去
る
れ
tで
よ
い
さ
う
で
あ
る
｡
新
地
班
韓
靴
誌
は
咋

7
回

以
上
発
行
さ
れ
幾
焚
(
約
五
十
錨
)
で
餌
布
さ
れ
る
と
い
ふ
｡
第

7
耽
け

傘
五
十
鵬
で
､
貢
故
は
宵
十
寅
､
免
岡
盆
地
苅
側
餅
厨
既
の
回
収
が
あ

る

｡
(
愛
韓
拙
)

雑

報

●j

l一書

一lllllll●M
王

.一

〇
丹
波
圃
綾
部
及
絹
知
山
E
l道
の
段
丘

丹
波
的
良
川
流

域
に
は
美
し
4,敬
階
の

段
丘
弛
揺

す
｡
京
大

地
租
撰
科
也
の
嗣
査
し
た

鹿
に
ェ
石
と
綿
..#
町
it-:=･=出
ハ九
十

l
紫
､
元
火
本
数
批
殿
所
在
地

)の

頂
上
に
工_‡
政
府
が
あ
り
t

T
部
分
音
収
暦
内
岩
の
山
骨
私
榊押
出
す
ろ
t

,
)の
塀
際
は
和
知
川
(由
良
川
の
上
紙
)
の
河
齢
の
拓
か
り
L
印
_:3
3槻
ぜ

L
L
の
な
る
ペ
-
'
余
部
+;
生
厨
川村
石
の
健
よ
り
な
る
｡
綾
部
資
喫
校

小
EJ_L校
炎
他
謂
役
伊
の
布
耗
す
る
上
町
は
約
六
十
栄
の
段
丘
に
め
り
､

灘
鰍
岬
代
り
+
･族
岸
数
も
多
-
ほ
こ
の
段
丘
上
に
あ
り
し
山
に
て
古
帆

の
荻
原
保
存
さ
る
｡
以
下
二
三
枚
の
放
た
あ
り
て
沖
的
低
地
に
下
る
｡

低
地
は
三
十
九
米
酢
の
苗
粒
か
宿
し
.
綾
部
町
の
大
部
は
党
に

l
栄
僚

(l

<

II



地

球

第

九
巷

の
段
丘
上
に
あ
り
.耐
如
出
町
は
淋
披
偽
に
十
五
衆
評
の
低
地
に
あ
り
8

四
用
の
段
丘
は
極
め
て
新
ら
し
-
弼
-
様
式
的
な
り
｡
町
の
南
方
､
繋

城
地
よ
り
釆
何
方
大
野
原
､
超
田

野
､太
政
原
韓
と
科
す
る
低
姦
地
は

何
れ
-
段
丘
に
し
て
粘
土
砂
襟
の
亙
厨
よ
り
な
る
｡
段
氏
の
追
放
は
若

JrJ谷
に
£
つ
て

昏
蝕
さ
れ
つ
1
あ
る
が
侵
蝕
は
中
央
部
ま
で
池
行
ぜ
す

L
y
長
m
野
の
如
き
そ
の
中
火

に
立
て
ば
脱
胎
た
る
坤
耕
地
の
如
き
感

あ
り
｡
段
丘
は
多
-
兵
衛
叉
は
軍
陣
作
策
壕
に
利
用
ぜ
ら
石
｡

刀

.

･･[･1
･=

∵

〓

;,=

M

:.

一

∵

.:

.:

.
I,..
...
I..二

,:
.'
'
'.r
.山
.
...
;...1

以
上
は
概
略
に
し
て
輸

盤

せ
け
盟
に
数
段
な
加
ふ
べ
-

､術
町
共
柵

似
た
間
隔
私
以
て
生
せ
る
こ
と
は
何
日
-
'
東
に
段
丘
の
下
部
に
は
岩

鴫
の
露
出
す
る
虚
が
革

hJて
土
地
の
隆
起
､
侵
蝕
の
血
行
､
地
貌
の
蜘

和
が
粥羽
布
し
っ
1
あ
る
棟
予
が
綻
ば
れ
る
｡
こ
れ
等
の
調
査
と
軒
狭
滞

梓
の
段
托
其
他
の

現
象
と
な
系
統
的
に
研
究

す
る
と
丹
披
高
城

一
部
に

於
げ
ろ
虎
近
地
の
グ
ー
ビ
ン
グ
現
象
船
群
に
し
柑
る
吋
髄
性
が
あ
る
ら

し

い
.
(
上
清
)

0

若

狭

三

方

湖

畔

の

天

然

瓦

斯

三
方
湖
は
漸
次
に
埋
没
共

ハ
ス

他
の
原
因
に
ょ
リ
探
舵
か
滅
L
)
つ
1
あ
り
'
姉

川

等
の
河
口
に
は
デ
ル

タ
に
ょ
る
新
地
地
盤
ぜ
り
0
湖
中
に

も
九
斯
噴
出
閉
所
凹
･ワ
桝
あ
り
と

の
J
,と
な

る
が
'
其
の
瓦･]
柵
の
純
邸
は
評
に
ぜ
ざ
れ
ど
紳
川
下
油
湖
梓

よ
り
三
四
町
隔
た
る
鳥
噌
部
肺
に
も
瓦
斯
の
噴
出
す
る
虎
あ
り
'
小
姐

第

7
碗

(
三

八
二

椀
の
タ

ン

ク
に
榊
め
家
庭
用
燃
料
燈
火
用
に
供
せ
り
O
自
分
啓
の
孤
査

ぜ
為
は

払
村
越
尤
柵
門
'
将
非
秘
話
街
門
､
瀬
川
や
兵
衛
､
学
齢
久
兵

術
の
内
軒
Li
し
て
何
れ
J
十
五
間
か
室
十
六
間
に
し
て
践
分
多
4
'噴
井

水
と
共
.1
境
内
し
尿
た
り
き
O
(
上
納
)

0
支

那

の
製

粉

業

支
那
の
小
変
は
土
地
慶
大
､
筑
供
池
常
と
'-

ふ宋
銭
の
糾
機
で
十
八
省
売
る
所
之
み
つ
-

為
か
ら
､
年
街
約
四
倍
石

セ
ン
y
./

に
遭
す
る
'
し
か
し
文
邦
人
の
主
婆
食
物
が
歩
粉
で
あ

っ
て
'
或
は
前
…併

コ
ウ
5)ン

マ
ン下
･>

或
は
鍋

餅

或

は

健

碑

に

し
て
喰
う
の
で
'
大
政
の
蝕
家
で
は
其
家
の
畑

心

地
で
､
石
の
脚
粧
み
て
↑
り
つ
け
に
し
て
､
=
れ
に
ロ
ー
ル
み
樽
は
す

や
う
に
L
t
そ
の
ロ
ー
ル
か
鵜
や
鮭
に
か
か
し
て
塊
粉
し
て
ゐ
る
が

'

新
式
の
娘
扮
即
横
根
工
柴
と
し
て
火

親
株
に
や
り
始
め
た
山
は

1
九
〇

五
年
〓
辞
職
軒
常
時
に
始
ま
る
､
こ
と
に
取
洲

械
堺
坤
､
斯
品
の
供
給

不
足
が
申
開

へ
の
爾
嬰
わ
淡
科
し
た
の
で
､
･
,の
穀
紛
熊
は
俄
に
孜
厳

し
今
日
で
は

7
溺
雨
以
上
の
資
本
も
持
つ
製
粉
場
が
大
工
場

7
二
三
'

小
工
揚
加
合
せ
て
こ
官
に
達
し
資
本
粗
計
約
二
千
二
百
前
脚
に
止
る
勢

で
､
其
小
番
の
名
産
地
た
る
溌
三
省
に
虫
盛
で
あ
り
'
紅
紫
､
湖
北
､

山
瀬
､
砿
款
等
咽
に
之
に
つ
ぐ
'
か
や
う
に
排
柴
が
数
逮
し
て
*
'拠
点

か
年
々
悔
外
に
枚
伯
す
る
に
-
不
拘
､
原
料
が
不
良
で
製
品
り
品
質
が

惑

い
の
で
'
支
那
内
地

7
般
に
欺
迎
さ
れ
ず
年
々
多
塵
の
沓
粉
が
海
外

か
ら
輸
入
さ
れ
る
t

T
九
二
〇
年
に
三
.
九
六
〇
'
0
0
0
倍
も
輪
山
の
,-

重

荷
と
J

T
九
二
凹
年
に
六
､
六
五
七
'
0
0

0
%
｡わ
輸
入
の
レ
TL-

ド
と
す
る
｡

こ
れ
は
=
の
年
に
中
尉
が
不
作
で
あ
っ
た
於
典
で
あ
る
が

妃
坤
け
ど
う
や
ら
輪
川
よ
り
も
輸
入
盤
が
多
い
や
う
で
あ
る
O
溌
財
加



顛
陀
か
ら
の
輸
入
か
多
-

J

:
本
か
･･I
-
細
心=;
旅
人
で
r1.･｡
上
恥
は
現

衣
三
十
か
ら
恕
松
城
が
あ
っ

-,J
吻
内
E=｡
心
脚
光
す
る
が
湖
北
湖
両
の
小

歩
が
優
良
で

あ
ス
､
耽
別
人
で
は
三
非
紙
粉
鵬
が
唯

i
の
邦
人
撫
静
で

日
下
微
光
坤
で
あ
る
が
､

7
日
二
千
五
官
柴
(
hJ
十
卦
庶
人
)
年
産
の
由

カ
が
あ
る
｡
典
他
は
耐
新
地
粉
雌
が
北
も
火
で
滴
る
が
八
工
場
あ
っ
て

耽
長
谷
菜
宗
敬
と
い
ふ
o

T
敢
夜
に
六
鵡
三
千
五
官
袋
i
つ
-
ろ
の
で

や
る
｡
製
粉
光
の
滑
水
は
見

込

が
多

い
'
滑
水
は
内
地

の
幽
坊
製
粉
み

座
倒
す
る
で
あ
ら
う
と
;
心
ほ
れ
ろ
｡

0

栄

圃

冷

蔵

船

の
束

揮

衆

紙
背
に
本
肺
か
称
す
る
カ
ー
か
汽

シ
ル
..1-

舶
食
紅
は
桑
継
と
東
沖
甜
港
と
の
･S

に
銀
串

雄

大
坐
の
玲
政
体

設
愉
貨

物
船
の
経
机
か
始
め
耽
.1
其
政
利
の
二
柴
は
各
千
五
官
ト
ン
の
加
州
産

地
先
及
妙
策
撃

仲
桁
ん
で
=
本
'
支
那
'
瓜
畦
､撤
収
舷
蛇
地

'印
鑑
カ
ル

カ
ッ
タ
方
術
ま
で
愉
迭
L
il
ろ
に
成
総
抽
め
て
良
好
で
あ

っ
た
の
で
'

今
舵
解
三
舵
に
は
冷
蹴
舶
設
僻
の
一外
に
冷
航
室
私
扱
け
て
北
牛
乳
の
退

避
私
始
め
だ
し
た
へ
れ
牛
乳
は
加
州
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
串
原
の
デ
グ
リ
ノ

よ
り
取
入
れ

る
好
で
あ
っ
て
'
之
か
印
鑑
の
一カ
ル
カ
･h
タ
に
巡
ん
で
J

舵
-
熊
恥
に
於
て
EqI/入
る
1
同
校
の
味
わ
待
ち
る

1
と
い
ふ
が
果
し

て

ど

う
か
｡
何
に
し
て
も
椅
拭
冷
気
の
設
価
が
左
程
有

効
で
あ
る
と
す
れ

ば
日
本
の
元

物
蹄
な
ど
も
之
軸
椎
純
す
る
わ
け
にニ
は
行
-
ま

い
｡

0

石

油

の
伸

界

産

塵
増

加

過
去
四
年
川
野
潮
私
見
ざ
リ
L
石

肌
耗
糾
1
1
九
二
七
中
に
は
前
年
_ニ
比
し
約
十
二

%
本
村
L
i
i
.
淵
+

二
位
二
千
九
打
五
十
:==
バ
レ
ル
に
な
っ
た
｡

7
九
二
六
年

に
比
し

7
二

三
､
五
八
･[{/
C
こ
り
0
パ
レ

が
の

塀
L
で
,A,:7
h:･､
茄
に
射
し
米
桝
の
蹄
は

8

轍

八
十
五
%
で
あ
る
'
か
や
-
に
米
切

直
の
披
樹
は
生
鹿
過
刺
に
な
っ
て

き
た
､
=
れ
ほ
加
州
と
サ
グ
･7
ハ
マ

州
'
テ
キ
サ
ス
州
に
新
仙
川
が
教

兄
さ
れ
た
の
-,
蝕

叫
限
採
納
の
t
紳
兆
で
あ
る
､
同
糠

に
ダ
ニ
ネ
ズ
エ
･rr

と

Tl
ロ
シ
ビ
ア
が
産
鯛
和
樹
如
し
メ
ー
ツ
コ
は
前
年
よ
り
､J
三
十
%
減

少
し
た
の
で
､
仙
界
で
米
桝
約
日
の
倣
聡
が
高
ま
っ
て
､
ロ
シ
ア
は
第
二

ゲ

エ
ネ
ズ

エ
ラ
は
怒
ら
-
メ
キ
ッ
TL
以
上
に
第
三
位
と
な
っ
た
｡
ロ
シ

ア
の
歳
餌
_‡
約
七
千
視
バ
レ
ル
で

T
九
二
六
年
よ
り
も
七
宮
前
バ
レ
ル

増
加
し
た
の
で
世
鼎
食
料
の

五

七
%
に
bf･i
つ
た
｡
而
し
て
他
罪
.1
於

げ

ろ
銑
油
政
策
の
安
駐
在
氷
す
た
め
に
は
栄
図
の
出
産
制
限
が
必
婆
だ
と

訟
め
ら
れ
る
｡

0

エ

チ

オ

ピ
ア
と
日
本
綿
布

エ
チ
オ
ヒ
ア
ほ

胎
未
開
の
域

み限
せ
サ
'
文
他
の
程
度
低
く

称
骨
に

水
位
す
る

]部
の
潜
み
除
く

¢
外

取
に
緋
和
み
身
雌
に
捲
き
つ
-
る
の
み
で
'
伽
晶
恥
知
ら
ず
｡
伐

て
輸
入
品
は
主
と
し
て
紬
布
で
あ
る
が
､
触
L
鎖
界
相
子
群
等
の
雑
食

J
蘇
'
伊
､
籾
の
何
人
の
宜
協
で
潮
-
即
事
が
拠
る
ら
し
い
'
さ
Y
=

の
購
入
｡p:
中
細
布
l1
蜘
す
る
限
'
本
邦
品
は
組
織
人
の
九
割
と
雑
ぜ
ら

れ
る
今
劫は
却
輪
入
り
歴
史
私
見
る
に
､
初

め
て
之
私
輸
入
し
た
秒
は
英

樹
で
あ
る
が
職
前
よ
り
党
閥
晶
の
佐
用
盛
と
な
り
､
職
餅
の
中
朝
よ
り

僻
柿
慨
舵
の
日
本
品
7
庇
細
介
さ
る

1や
金
脚
的
Li
之
私
使
用
す
る
や

う
に
な
っ
た
'
汐
プ
チ
粘
及
ア
デ
ゾ
み
癖
的
す
る
i
の

7
九
二
五
年
に

は
四
打
鵜
耽
八
千
拡
伽
に
上
っ
た

粗
布
の
申
日
本
品
は
九
割
で
あ
る
が

ケ
シ
ャ
及
ス
ー
ダ
ン
問
墳
布
鰍
i印
す
予
･D
の
み
加

(
る
事
b
け
'
日
本

品

の
み
で

出

す

俄
比
に
上
る
｡

基
締
人
系
統
は
印
鑑
人
の
手
か
(
て
､
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孟
放
免
は
ア
デ
ン
よ
り
す
る
LjBの
多
く
日
本
と
の
直
接
取
引
は
少
い
.i

囲
み
に
こ
の
樹
の
醗
川
品
ほ
釧
排
､
皮
革
へ
毛
放
'
現
場
'
象
牙
等
で

こ
の
中
に
は
枚
洲
市
場
私
へ
て
闘
技
'1
日
不
に
入
る
i
わ
が
あ
る
｡

0

号

y
テ

ヴ

ィ

デ

オ

市

ウ
ル
か
イ
問
の
蹄
工
難
の
中
心
で
､

大
仰
進
数
の
敬
達
に
好
油
な
る
地

位
私
有
L
t
購
い
-
b'
-
プ

レ
ー
ト

潔
わ
か
か
へ
同
峰
に
火
:粥
洋
に
臨
む
'
北
藤

牧
は
牧
諮
腔

桝
の
火
常
滑

蝿
で
あ
っ
た
が
十
八
倣
紀
にこ
至
る
迄
=
の
.他
州
工

の
利
ハ舵
は
･Fhl
税
し
な

か
(･Lた
､
排
が

7
且
肉
の
冷
却
松
に
よ
っ
て
鮮
肉
も
長
抑
酢
に
輸
送
す

る
=
と
が
敬
桝
さ
れ
て
か
ら
.
ニ
ー
に
大
牧
讃
柴
が
起
る
と
同
時
に
=

の
市
-
亦
俄
か
に
膨
大
し
て
き
た

の

で
あ
る
O
‥
の
蹄
は
人
目
四
十
二

湖
二
千
､
回
は
人
目
の
四
分

f
弧
み
鵠
申
し
南
港
の
都
骨
の

中で
は
叔

近
代
的
の
t火
都
骨
で
あ
る
又
共
編
既
の
弟
ほ
し
い
=
と
i
有
名
で
t
Ll

ス
封
シ
ト
ス
J
ラ
･･,
レ
ゾ
､
カ
ブ
｡
額
の
風
雅
在
米
す
る
外
人
の
爽
迎

年
に
千
み
以

て
数

へ
ろ

勢
で
あ
る
O
I
,の
港
は
二
十
七
択
吃
水
の
船
舶

が
沖
に
耕
附
に
な
る
'
梓

故
の
社
長

一
端
凹
千
粥
｡
こ
1
に
娘
粉
課
と

馳
解
析
が
鵠
申
し
て
'
肉
包
淡
紫
､
段
数
工
場
､
繊
工
場

等
も
塊
申
す

a
.
セ
メ
ン
ト
､
家
鼻
､
蛸
草
'
靴
､
前
曲
'
桃
子
'
跳
称
の
地
方
工

菜
J
あ
る
､
そ
の
貿
易

桝
は
年
L1
7
位
五
千
鵜
ペ
ソ
に
揺
す
G

O

魔

道

工

事

に

於

け

る

事

故

鼓

舞

鹿

置

方

法

の

寛
刑

餓
迫
布
地
総
局
工
琳
･S
か
末
成
り
如
4,川
版

物
,%
数
行
で
h:･計
韻
か
立

て
本
年
八
月
非
の
第

7
桝
が
現
れ
た
｡
尖
れ
に
は
二
〇
個
の
鱗
例
が
現

場
の
地
相
と
設
計
阿
と
共
に
証
明
さ
れ
て
居
る
｡
此
れ
か
潜
む
人
は
田

近
工
邸
の
事
故
は
根
本
に
於
い
て
地
班
蝉
上
の
問
.3.g
で
あ
る
邸
に
準
で

鵠

丁
頒
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､･D鼠
付
く
で
mr.
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地
幻
蜂
か
肘
や
く
今
日
此
の
l方
軒
に
椛
的
た
る

新
城
州
か
開
拓
せ
ん
と
す
る
岬
に
:::=
リ
､
土
水
･:教
が
此
の
方
fLem
に
馴
す

る
如
試
み
隅
現
し
て
肘
る
状
況
が
本
省
S
利
か
に
依
り
て
且
1'髄
北
さ
れ

た
靴
で
あ
る
｡
地
質
韓
の
恕
破
あ
る
J
の
に
は

7
兄
明
帖
な

る
事
故
の

原
田
も
土
木
･li
に
は
不
可
批
カ
な
る

完
川
に
露
ru
れ
て
仕
舞
ふ
現
金
が

握
だ
多

い
に
し
て
も
土
大
家
が
知
り
柑
ろ
な
ら
ば
知
り
た
い
と
血
っ
て

厨
ろ
布
､
其
れ
が
斯
の
如
き
芯
,S
池
し
て
粗
取
rJ
れ
も
｡
(
本
間
)
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重

き

(
閃
J

恵

行
Creep
に
つい
て

北
梅

迫弟
幌
小
鍵
校
地
塊
教
室

〔
答
〕

山
tf=
が
風
化

に
よ
っ
て
数
多
の
山方
脚
土
塊
,伸
也
ず
る
tIを
ほ
此
韓

の
物
は
漠
カ
に
よ
り
攻
鰐
に
傾
斜
阿
TS
路
側
す
る
､1
の
で
､
傾
斜
の

少
い
所
で
は
こ
の
移
動
は
仲
め
て
絞
悦
で
あ
る
が

､
多
少
で
も
傾
斜

が
あ
る
以
･Liは
必
ず
行
ほ
れ
る
｡
デ
ダ
イ
ス
代
は
之
,S
励
行
と
お
づ

け
51
其
脱
榊
ほ
へ鼠
組
の
題
に
よ
る
胎
桁
の
担
北
.或
は
粗
度
の
増
減

で
あ
っ
て
御
物
の
移
卿
'樹
未
の
放
題
等
Jl
多
少
の
働
み
す
る
0盤
珍

な
満
山
の
朋
上
に
て
ほ
こ
の
作
用
は
比
収
的
火
で
あ
る
の
が
館
始
で

あ
る
0
叉
こ
の
作
用
は
時
と
し
て
は
地
形
に
種
々
な
奇
形
み
作
る
-

叫
で

S
tru
k
tu
rb
o

den
は
共

1
椛
で
あ
る
｡
北
日
本
ア
ル
プ
ス
の
乗

鞍
恭

鶴
ケ
池
附
虻
.1
於
け
る
岩
舟
の
絶
叫
状

に
列
ん

で
布
取
払

.果
す

る
-
1
の
一ー‡
即
ち
之

であ
っ
て
､
日
本
で
は
始
め
て
比
の
山
で
放
血
ざ

れ

ilJ
の
で
あ
る
と
云
ほ
れ
L
lが
'
共
闘
bT
か
-
チ
ユ
ア
吋
十
五
啓


